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１．研究の目的 

 本研究は、山形県内各園・各学校が、幼児期から中学校まで連続して子どもの「資質・能力」を

育成するためのカリキュラム・マネジメントを追究するとともに、これを担保する「資質・能力系

統表」を作成し得る研修のあり方を検討することを目的とした。 

現行の幼稚園教育要領、小学校・中学校学習指導要領では、「資質・能力の育成」を強調してい

る。「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」「学びに向かう力・人間性等」として示された三

つの柱を各園・各学校において資質・能力の育成を目指すことになっている。これを実際に行う際

に、重要となるのが、各園・各学校が子どもの姿を適切に捉えて資質・能力の評価を行うとともに、

育成した資質・能力を学年・学校を越えて連続的に行い、受け渡すことである。これを行うには、

各園・各学校において資質・能力の育成を中心に据えたカリキュラム・マネジメントを適切に実施

し、その成果を「資質・能力系統表」にまとめて組織的に共有することが有効である。本研究では、

先進的に取り組む事例を検討・分析して、これらに有効な「資質・能力系統表」のモデル化を促進

するとともに、この「資質・能力系統表」を核に据えたカリキュラム・マネジメントを各園・各学

校が継続的に実践することに資する研修方法についても検討した。 

なお、当初の計画では、2 年目に対象となる研究協力園・校に赴き、研究支援を実施することと

なっていたが、コロナ禍によってこれを十分に実施する体制を維持することが困難となった。その

ため、本研究は延長申請を提出・受理されたことから 3 年目に継続して実施することとなった。 

 

 

2. 研究の概要 

1） 先行実践（大分県佐伯市）の調査・研究から 

大分県佐伯市では、第 2期佐伯市長期総合教育計画(2017年度～2026 年度)の中で「生きる

力」をはぐくむ学校教育の推進を柱に「確かな学力の育成」を掲げている。そこでは、「確か

な学力の育成」の手立てとして、「ふるさと創生」を核とした総合的な学習の時間の充実を挙

げている。 

 これは、生活科及び総合的な学習の時間を要に、地域の特性を踏まえ、地域の「ひと・もの

・こと」を活用しながら、学校を核とした地域の活性化を推進する取組をとおして、児童生徒

にふるさとのへの愛着や誇りを育み、夢や希望をもってふるさとの未来を創造する資質・能力

を備えた人材の育成を目指すことを目的としている。特徴的な点は、幼・小・中・高における

13 年間を見通した生活科及び総合的な学習の時間(高校は総合的な探究の時間、以下、生活・

総合と略記)で育成を目指す資質・能力系統表(表 1)を策定し、全市の学校園の生活・総合等

において具体的に取り組んでいることである。これに取り組むことで目指すのが、児童生徒に

確かな学力を育成することであり、各学校では、実態に応じたカリキュラムを編成する際の拠

り所としているのが「資質・能力系統表」である。 

 この資質・能力系統表の作成に当たっては、佐伯市教育委員会を中心に以下の手続きを踏ん

でいる。 

 ・佐伯市としての目指す児童生徒像の明確化 

 ・佐伯市における生活・総合の実態把握 

 ・学習指導要領改訂の方向性の分析 

 ・鳴門教育大学大学院との共同研究の実施 

 ・佐伯市内の学校教員の協力による作成 

 資質・能力系統表の作成段階及び運用段階において配慮した点として以下の点が挙げられる。 

○作成段階 

 ・小・中・高校の教員をはじめ、指導主事等が作成協力者として携わり、多角 的な視点を

大切にした。 
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 ・鳴門教育大学大学院との共同研究から大学教員の専門的知見を取り入れた。 

○運用段階 

 ・資質・能力系統表の作成後、周知は図るために集合研修を開催した 

 ・資質・能力系統表の活用を促進するために研修プランや研修ドキュメントを提供したり、

実践モデルの提示を行ったりした 

・モデル校を指定し、独自の資質・能力系統表の作成と公開授業及び事後研究会の提供を

進めた  

このような手続きで作成された佐伯市の資質・能力系統表は、幼児期・小学校・中学校・高

等学校、それぞれの発達段階ごとに作成されていることから、各学校では自校の実態を踏まえ

独自の系統表を作成し、実践の充実に努めており、全市の共通の取組という組織性と、学校独

自の取組の尊重という自立性の両者がバランスよく保たれている点は注目に値するものである。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 1佐伯市における幼児教育・小学校・中学校・高等学校を貫く資質・能力系統表 
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2） 山形県内の実践の調査・研究 

山形県では、上記佐伯市の資質・能力系統表の取組を参考にしながら、県内の幼児教育施設、小

学校、小中一貫校等の複数の教育施設を対象として、実践の状況の調査を行った。その上で特徴的

な取組を行っている園・学校について詳細について分析を実施した。対象としたのは、「A 町立 

幼児教育施設」「B小学校」である。また、これらを含めて、県内で同種の取組を実施している教

育施設にアンケートを実施し、教職員の意識を調査した。 

これらの調査によって、県内で資質・能力系統表を援用したカリキュラム・マネジメントを実施

する取組から明らかになったことを３点述べる。 

ア）資質・能力ベースの授業改善に対する教師の意識改革 

各学校園の指導事例の分析から、園児や児童生徒の資質・能力の育成に向けて、各自の授業改善

を図ろうとする教師の意識改革を確認することができた。資質・能力の育成という視点から、これ

まで行ってきた自分の指導方法を検証し、工夫や改善を図ろうとする教師の姿が見られる。この姿

が授業改善に繋がり、園児や児童生徒の確実な変容となって表れ始めている。また、教師の授業改

善を教師個々に全てを委ねることなく、「資質・能力系統表」を意図的・計画的に活用できる研修

体制を整え、学校園として組織的に取り組んでいる点も、教師の意識改革に好影響を及ぼしている。 

イ）教科横断的なカリキュラムの編成に関する教師の確かな理解と共通理解 

各学校園のアンケート調査の結果から、「資質・能力系統表」を活用する際に、特に小学校・中

学校の多くの教師が総合的な学習の時間や全教育活動が適していると回答している点は注目したい。 

資質・能力を「教科等で育成する資質・能力」だけでなく、「学習の基盤となる資質・能力」

や「現代的な諸課題に対応できる資質・能力」と、文部科学省が提起している資質・能力について

も適切に理解し、自校園の「資質・能力系統表」に反映させて指導に生かそうとしている。教科横

断的にカリキュラムを編成していく上で、学校全体で資質・能力について共通理解を図っていくこ

とは大変重要な視点である。 

特に、学習の基盤となる資質・能力については、「資質・能力系統表」のように、学校として育

成すべき資質・能力を検討し具体的に設定をしないと、教師個々で設定をしなければならなくなり、

教師の指導が孤立してしまうことも考えられる。 

ウ）「資質・能力系統表」の継続的な活用に向けた各学校園の工夫 

各学校園の教師は「資質・能力系統表」の長所を認識している。取組の今後の更なる充実に向け

て、いかに「資質・能力系統表」を活用したカリキュラム・マネジメントを継続していくかが共通

の課題となっている。園・校内研究ごとに、「資質・能力系統表」を使って事後研究会や研修会を

実施して系統表の中身を更新したり、日常的に教師間の打ち合わせで話題にしたりするなど、継続

していくために工夫や改善を図っている。このような中でも、問 10 で見られるように、「研修の

更なる充実」や「子供の評価に関する情報交換や共有の場の設定」等を希望する教師を確認するこ

とができた。 

現実的な教師の働き方を考えれば、多忙な中で上記の時間をどうのように設定するか、非常に難

しい問題である。しかし、多忙であるが故に、学校として上記のような時間を設定することに力を

注ぐことが重要である。教師同士が一枚岩となって、日々の授業に自信をもって取り組み、園児や

児童生徒の資質・能力の育成に繋がる実感を得ることが教師にとって何より必要である。この実感

こそが教師個々の授業改善へのモチベーションとなる。 
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3. 本調査研究全体の総括 

以下の成果と課題を挙げる。 

1） 成果 

本調査研究の成果としては以下の２点がある。 

① 幼児教育施設および学校における資質・能力の育成を核に据えたカリキュラム・マネジメ

ントの在り方について、先行的な実践について情報を収集・分析を行い、構築した知見を

県内の複数の幼児教育施設・学校に提示することによって、それぞれの園・学校において、

「資質・能力系統表」を軸としたカリキュラム・マネジメントの整備と、それに伴う教育

活動の質の向上に貢献するに至ったことである。特に、それぞれの学校・園では、これら

を個々の教師が個別に取り組むのではなく、協働的な組織としての研修方式が恒常的に取

られるものとして整備されていった。これらによって今後も継続的なものとしてカリキュ

ラム・マネジメントが機能することが期待されるところである。 

② 本調査研究で実施した教員のアンケート調査から、上記の取組に関わったことから、資質

・能力の育成を核に据えたカリキュラム・マネジメントに関わる意識の変容を生み出して

いる状況が生まれてきている点である。特に、小学校では、学級担任制を敷いていること

から、担当した学年の児童の資質・能力を適切に評価し、それに合わせた指導を行うこと

はもちろんのこと、それを次年度の担当者に繋がるように申し渡すことの必要性の意識が

生まれている。「資質・能力系統表」が組織内に存在することで、教員間で日常的にコミ

ュニケーションをとることを促していることも明らかとすることができた。 

2） 課題 

本調査研究の課題としては以下の点がある。 

① カリキュラム・マネジメントについて年間を通して実施する際に、これを阻害する要素が

存在することも浮き彫りとなった。それは、その組織の構成員が多い場合は、これらの内

容の整合性を高めるための時間・場それぞれを頻繁に設定することが困難である、という

ことである。現在の教師の多忙を極める状況を考えたときに、これらの設定をどのように

設定するのか、という視点からその方法を再考することが課題となる。 

② 2. 幼児期・小学校期・中学校期を、ほぼ同グループの子供によって連続する形式での調

査・研究を実施し、検証することが本調査研究ではできなかった。コロナ禍という予想外

の事態が生まれたこともあったが、本調査研究の内容や目的からはこの点を対象にするこ

とが必要となる。今後、新たに調査研究を行う際の課題である。 

 

3） 今後の取組及び期待される効果 

上記した成果に示したように、本研究の内容に沿う形で、山形県内の幼児教育施設・学校

において、「資質・能力系統表」を軸としたカリキュラム・マネジメントの整備と、それに

伴う教育活動の質の向上を目的とした、高い意識をもった研究・研修の取組が増えていくこ

とが期待される。特に、それぞれの学校・園で、協働的な組織としての園内・校内における

研究・研修方式が恒常的に取られるならば、それぞれの施設において継続的なカリキュラム

・マネジメントが機能し、教育の質の向上が期待されるところである。 


